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研究成果の概要（和文）：この研究では新しい考古学の発見をもとにして漢代から唐代にかけての中国古代都城の設計
を研究し、日本をはじめとする東アジア世界に大きな影響を及ぼした唐の長安城の設計がいかにして生まれ、その設計
にいかなる意味があったかを明らかにした。そしてその成果を論文や講演を通じて国内外で広く発表するとともに、こ
れまで日本人の研究者が足を踏み入れたことのなかった中国内地の遺跡を調査し、その成果を『大青山一帯の北魏城址
の研究』と題する報告書にまとめた。

研究成果の概要（英文）：This research examines ancient Chinese castle-style cities from the Han Dynasty to
 the Tang Dynasty based on new discoveries in archaeology. It clarifies how the design of a castle city - 
the Tang Chang'an Castle which later influenced architecture in Japan and greater East Asia - came about, 
and also describes the significance of that design. The results of this research have been presented in re
ports and lectures in Japan and abroad. In addition to the material discussed in that presentation, the re
search has also surveyed ruins on the Chinese mainland where Japanese researchers have not explored before
. Those results were outlined in a report titled "A Study of Northern Wei Castle Ruins in the Daqing Mount
ain Range."
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 この２０年余り、中国は驚くべき経済発展
を遂げてきた。中国古代都城史の研究はこの
影響を受けて最も発展した分野の一つであ
る。背景には、開発にともなう遺跡や遺物の
発見がある。これにともない保護や保存、研
究への感心が高まり、遺跡に関するより精密
な調査、測量、発掘がおこんなわれた。また
各地で博物館が新設・拡張され、資料の整理
や再刊がおこなわれ、多くの資料を目にする
ことができるようになった。西安の大明宮博
物館、安陽の鄴城博物館のように都城を主題
とした博物館も開設されている。さらに
google earth などによって城壁、河川、丘陵、
墓葬など都城にかかわる地理情報が極めて
簡単に得られるようになった。これらによっ
て中国古代都城史研究に新たな可能性が開
かれている。 
 
２．研究の目的 
 中国の都城には皇帝の都、天下の中心とし
ての独特の設計がある。都城の設計は強い理
念性を帯びており、この理念性が中国の都城
の独自性を生みだしている。漢から唐への都
城プランの変化には、この理念の変化が反映
されている。一方で、漢代から唐代へいたる
間に中国の都城は「王城」から「都市」へと
変貌した。漢の長安城と唐の長安城の都市プ
ランの違いは、こうした都城の変貌に対する
ものでもあった。したがって、唐の長安城の
都市プランがいかにして生まれたかを知る
には、皇帝理念の変化と都城の都市化の二つ
の側面から発展の軌跡を分析していかねば
ならない。本研究ではこの両面から中国古代
の都城史を研究し、都城史を再構築すること
で、唐の長安城のプランの成立を歴史的に解
明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 都城は皇帝にとって一つの巨大な儀礼装
置である。そしてこの装置を動かすプログラ
ムが礼制である。ゆえに都城と礼制は密接な
関係をもっている。本研究ではまず今日の考
古学的な成果や新しい地図、航空写真、フィ
ールド・ワークを用いながら空間としての都
城の復元を目指した。もちろん、これらの材
料が直ちに都城の全面的な復元を可能にす
るわけではなく、精密な文献的な考証も必要
となる。本研究では新たな材料と文献的な考
証によって漢唐間の都城空間の復元を目指
した。次に都城を舞台とした皇帝儀礼の変遷
を検討した。とりわけ皇帝にとって最も重要
な祭祀である宗廟と郊祀（南郊）についてそ
の性格と位置の変遷を検討し、都城プランと
のかかわりを検証した。 
 
４．研究成果 
（１）研究代表者の佐川英治は、漢唐間の都
城プランと礼制との関係について国内外で
精力的に論文発表や学会をおこなった。本研

究を通じて明らかにした主な事実は下記の
７点である。 
①春秋戦国期における礼制上の都城プラン
は、宗廟を設計の中心となす「内発外向」の
都城プランであった。この都城プランは、始
皇帝の新都構想や前漢の長安城の設計にも
影響を与えていた。 
②しかるに、董仲舒以降、宗廟よりも郊祀を
重んずべきとする儒教の一派が現れてくる。
これは皇帝の権威の源泉を祖先から天へと
移すことにより、皇帝を天命に従わせ、徳治
に努めさせようとする試みであった。前漢末
期に皇帝の権威が低下してくると、皇帝の側
もこれを受け入れ権威を回復しようとする
動きが現れるようになり、成帝の時代に始め
て長安に南郊が建設された。しかし、依然と
して宗廟の権威も重視され、郊祀は宗廟の権
威を損なうという議論のもとに三十年にわ
たって置廃を繰り返した。前漢末王莽が『孝
経』を根拠に、郊祀に高祖を配祀し、天の祭
祀を孝の祭祀に読み替えることでようやく
郊祀は安定する。 
③ところが、王莽の易姓革命を経て皇帝に即
位した光武帝は、もはや宗廟を介せず、直接
郊祀によって即位した。後漢でも高祖は配祀
されたが、その影は薄いものとなり、天の祭
祀としての郊祀が重視された。前漢長安城で
は長陵と城内の高祖廟を結ぶ「宗廟道」が最
も神聖な道とされていたが、後漢洛陽では皇
帝が郊祀に向かう平城門が都城の正門とな
り、この門と南郊を結ぶ「南北郊路」が神聖
な道となった。このことは南北を軸とする都
城プランを決定的に方向づけたが、後漢の南
郊はなお都城を取り巻く五兆（東西南北に中
郊の五つ）の一つに過ぎず、南郊も都城から
七里の「丙巳」（南南東）の地に置かれ、正
南にはなかった。 
④後漢の末に儒学者鄭玄は、王朝の始祖と結
びついた南郊とは別に、より普遍的な天を祀
る円丘の存在を経学的に論じた。後漢の禅譲
を受け易姓革命を果たした曹魏では、明帝の
信頼を得た高堂隆が、鄭玄説にもとづいて洛
陽の遙か南の委粟山に新たに円丘を設置し、
この円丘と円丘に対置される北の方沢を起
点とする都城プランを礼制上の理想の都城
プランとした。高堂隆の都城プランは理想に
止まり実現することはなかったが、ここに従
来の王城を遙かに超える空間を包摂し、南北
の円丘―方沢を起点とする「外発内向」の都
城プランが誕生した。 
⑤南北朝時代には「王城」の外側に住民が密
集する都市空間が出現し、七里の南郊はしだ
いにその範囲に飲み込まれるようになって
いった。そこで五世紀中頃の劉宋の孝武帝は、
建康の宮殿の正南の牛首山に南郊を移し、宮
殿と南郊の間に直線道路を築いて新たな都
市の中軸線に据えようとした。しかし、南朝
では漢の伝統が重んじられたため、孝武帝の
死後、南郊は再び七里の「丙巳」の地にもど
された。以後建康では必ずしも都市の発展は



南側に規定されず、環状型の都市の発展が見
られた。 
⑥これに対して、もともと北魏は遊牧世界の
祭祀を受け継ぐ西郊の祭天を重視していた
が、孝文帝は漢化政策の象徴として南郊を重
視するようになった。五世紀の末に平城から
遷都した北魏では、曹魏の南郊と円丘の分祀
を受け継ぎ、円丘を宮殿の正南に於いてその
間に直線道路を築き、これを中軸線として左
右対称に東西二十里の外郭城を築いた。この
ように宮殿と円丘を対置させ、その間に結ば
れる御道から左右対称に城郭を築く方法は、
隋の太興城・唐の長安城へと受け継がれ、東
アジアの古典的な都城プランとなった。かく
して「王城」から「都市」への変貌と皇帝権
威の「祖」から「天」への移行はパラレルに
進行することによって唐の長安城の都市プ
ランを誕生させたのである。 
⑦今日中国でも日本でも曹魏の太極殿は漢
の北宮にあることが定説となっているが、こ
の定説に批判的な検討を加え、なお漢の南宮
にある可能性も否定できないことを論じた。 
 なお、⑦については、向井佑介「曹魏洛陽
の宮城をめぐる近年の議論」（『史林』95 巻 1
号、2012 年）、田中一輝「魏晋洛陽城研究序
説」『立命館史学』34（2013 年）の批判を受
けたが、後者は一部本研究の主張を認めてい
る。また⑥の北魏洛陽城の復元プランについ
ては、角山典幸「北魏洛陽城の平面プランと
住民の居住状況について」（『人文研究紀要
（中央大学人文科学研究所）』72、2011 年）
で検証を受け、現時点での合理性が認められ
ている。以上の研究については、一書にまと
めて刊行するつもりで、現在その準備を進め
ている。 
 この他、各分担者はそれぞれの関心に従っ
て学会報告や論文で成果を発表した。 
 
（２）大青山一体の北魏城址について調査を
おこない、外部の専門家の協力も得てシンポ
ジウムを開催し、その成果を報告書にまとめ
た。 
佐川英治編『大青山一帯の北魏城址の研究』
（中間成果報告書、2013 年 6月、216 頁） 
佐川英治「北魏六鎮史の研究」 
松下憲一「大青山南部北魏城址遺跡」 
塩沢裕仁「大青山北麓の六鎮関連遺跡 
黄暁芬（東亜大学教授）「秦漢帝国北方辺境
の歴史空間―内蒙古自治区陰山・河套地区を
中心に―」 
蘇哲（金城大学教授）「墳墓の図像資料から
見た北魏平城時代の暮らし」 
林俊雄（創価大学教授）「遊牧国家における
集落と都市―匈奴から柔然まで―」 
 
（３）漢魏南北朝時代の都城の復元について
基礎的な研究をおこない、その成果を報告書
にまとめた。 
佐川英治・陳力・小尾孝夫著『漢魏晋南北朝
都城復元図の研究』（研究成果報告書、2013

年 3月、149 頁） 
「漢長安城」「漢魏洛陽城」「曹魏、後趙、東
魏北斉鄴城」「六朝建康城」「北魏平城」「成
都城・許昌城・盛楽城・統万城・北周長安城」 
 
（４）研究代表者は国内外の国際学会での発
表や講演活動を通じて積極的な成果の発信
をおこなった。その結果、中国で新たに１本
の論文が論文集に、２本の論文が学術雑誌に
発表される見通しであり、また今年も都城を
テーマとするソウルの国際学会や以前に本
科研の成果を発表した上海の国際シンポジ
ウムに再び招かれるなど、国際研究交流の基
盤を得た。 
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